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績をおさめた。公開時の2010 年の段階で観客動員数は延べ600 万人を超え、最終興行成績は92 億円
という、同年に公開された邦画で最も高いものとなった。その一方で、興行的な数字とは裏腹に、2011
年にDVD 化された本作品について、Amazon.co.jp をはじめとするインターネット上の主要販売
＊　 人間科学総合研究所研 究員・東 洋大学文 学部
1　鈴木敏夫 『ジブリの哲学一 変 わる ものと変わらないもの』（岩波書店、2011 年）、108 頁。





























1. 「借り暮 らし」の系 譜
スタジオジブリによる映画『借りぐらしのアリエッテイ』（2010 年公開）は、監督が米林宏昌、脚
2　Amazon.co.jp  f 借 り ぐ ら し の アリ エ ッテ イ」 購 入 サ イ ト （2012 年9 月6 日 ア ク セ ス ）
httP  /www.amazon.co ・Jp/product－reviews/B 00361 FLDQ/ref ＝cm ＿cr_pr_top ＿link_ 1 ?ie＝UTF 8&showViewpoints ＝0&sortBy=bySubmissionDateDescending



















そのThe Borrowers の続編として書かれた作品が、The Borrowers Afield   （1955）（邦題、邦訳の刊行年
はそれぞれ、『野に出た小人たち』1969 年。以下同様）、The Borrowers Afloat  （1959）（『川を下る小
人たち』1969 年）、The　Borrowers　Aloft （1961）（『空 をとぶ小人たち』1969 年）、The　BorrowersAvenged
   （1982）（『小人たちの新しい家』1983 年）となっており、日本語訳はすべて岩波書店から刊
行されている。全5 冊5のシリーズを通してのあらすじは、「借り暮らし」の小人、クロック一家のー
3　鈴木 『ジブリの哲学』、107－108 頁。
4　林容吉 「訳 者のこ とば」、メアリ ー・ ノート ン著、林 容吉訳 『床下 の小 人たち』（岩波 少年文 庫、1956 年 ）所
収、263 頁。
5　主要5 巻 に加え てノート ンは、Poor Stainless  （1971 ）とい う、アリェ ッティの母ホミリーの幼少期 の逸話 を描
いた小編を絵本 として別途発表 している。『床下の小人たち』シリ ーズと物語上の関連は薄いが、これを含め た仝6
作を“the 'saga' of the Borrowers"  (Barbara V. Olson,   "Mary Norton and the Borrowers,"   Elementary English
（Feb. 1970],  p.185） と見なすのが一般的なようである。ただし本論では、上記の絵本を除いた主 要5 巻 を、『床
下の小人たち』 シリ ーズと総称 する。






small person）の物語、すなわち親指トムの物語（the story of Tom Thumb）や、ルイス・キャロル
の『不思議の国のアリス』（Alice in Wonderland ）で主人公アリスが経験する身体の「伸び縮み」 の場
面、あるいはジョナサン・スウィフトの『ガリヴァー旅行記』において主人公ガリヴァーが遭遇 する










ェ イツ（William Butler Yeats,   1865－1939）とキャサリン・メアリー・ブリッグズ(Katharine MaryBriggs,
   1898－1980）によって考案された分類法にならい、妖精の様々な種類とその分類についてま
とめている。まずイェ イツによって「群れをなす妖精」（trooping　fairies）と「孤独に暮らす妖精」
（solitary　fairies）という二分類が提示され、それをさらに細分化する形でブリッグズの分類法が考案
された。ブリッグズによると、妖精の大きな分類としてはまず［国をなす妖精J   （Fairy People）とい
う、家族や国家を作り、人間と同じ生態（結婚、家族、社会）で暮らすグループを挙げることができ
る。このグループはさらに、①人間と同じ背丈かそれより大きい「英雄妖精」（Heroic Fairies）、②英
国コーンウォール地方のlittle people を代表とする「群れをなす妖精」（Trooping Fairies）、③少人数の
家族をつくって暮らす「家庭的な妖精」（Homely Fairies）という小グループに細分される。続いて第
二の大きな分類に入るのが、古い家や特定の人につく「守護妖精」（Tutelary Fairies）である。また第
6　 例 とし て ，David Rees, “Mary Norton,"  in What  Do  Dracii/as Do?    （London : Scarecrow Press, 1990 ）,  p.4.
7　 井 村 君 江 『ケ ルト 妖 精 学 』（講 談 社 学 術 文 庫 ，1996 年 ），343 頁 。 ま たGillian　Avery,     "NORTON,     Mary   （neePearson
）", in Twentieth-Century Children's Writers, 3""  edition, edited by Tracy Chevalier （Chicago:St.  James Press,1989
） 等 も参 照 。
信 岡： メアリ ー・ ノート ン『床下の小人たち』シリ ーズに見る自然への憧 原 75
三の大きな分類としては、海、川、湖や沼などの水や季節を象徴する「自然の妖精」（Nature　Fair-ies
）が、第四の分類としては、自然の精霊が異形の者として具現化した「怪物、魔女、巨人」（Mon-sters,










Looking back, the idea ［of the Borrowers］seems to be part of an early fantasy in the life of a very short-sighted child, before it was known that she needed glasses
‥..she was an inveterate lingerer, a gazer intobanks and hedgerows. a rapt investigator of shallow pools. a lier-down by stream-like teeming ditches.
 ...What
would it be like. this child would wonder, lying prone upon the moss. to live among such creatures―human
oneself to all intents and purposes, but as small and vulnerable as they ？ 9
思い 返 せ ば 、［借 り 暮 ら し の小 人 の ］ ア イデ アは 、 近 視 が と て も ひ ど か っ か あ る 子 ど も が 、 眼 鏡
が 必 要 だ と 判 明 す る 以 前 、 日常 の 中 で 思 い 描 い て い た幼 い 頃 の 空 想 の 一 部 であ る よ う に 思 わ れ
る 。（中略 ）彼 女 は 、常 習 的 に ぐ ず ぐ ず と 居 座 る 人 で 、土 手 や 低 木 の 列 を じ っ と 見 つ め た り 、 浅
い 水 た ま りを 熱 心 に 調べ た り 、小 川 の よ う に流 れる 溝 の そ ば で寝 そべ っ てい る よ う な子 だ っ た 。
（中 略 ） こ の子 ど も は、 苔 の 上 で 腹 ば い に な り な が ら こ う 思 っ てい た もの だ。 あ ん な生 き 物 た ち
に 混 じ っ て 、 あ ら ゆ る 意味 で 人 間 の ま まで 、 だけ ど他 の生 き物 だ ち と 同 じ よ う に小 さ く、 傷 つ き





8　ブ リ ッ グズの分 類につい て は、 キャサリ ン・M ・ブ リッ グズ著、井 村君江 訳『妖精 の国 の住 人』（研 究 社出
版、1981 年）等を参照。
9　Maiy Norton, The Borrowers Omnibus   （London : Dent Children's Books, 1990）,  pp. 5－6.


























10　以 下 ，Borrowers シ リ ー ズ か ら の引 用 につ い ては ，原 作 の6 作 すべ て が再 録 さ れ たMary Norton ， The CompleteBorrowers,Revised Edition 
（London : Puffin Books, 1994 ） を参 照 しつ つ ， 基 本 的 に は ， 岩波 少 年文 庫 刊 の邦 訳 （ 第1
～4 巻 は 林 容 吉 訳 ， 第5 巻 『小 人 た ち の 新 し い 家 』 は 猪 熊 葉 子 訳 ） か ら引 用 す る 。
11　ノ ート ン 『床 下 の 小 人 た ち 』，111 －112 頁 。
l:;　例 と し て ，"Mary Norton, 1903 －,"  in Children's  Literature Review ，vol.6,   edited by Gerard J. Senick   （Detroit:Gale Research Company, 1984
）,
  p. 210.
13　ノ ート ン 『床 下 の 小 人 た ち 』，121 頁 。
















に、1903 年にイギリス、ロンドンに生まれたノートンは、1925 年、21 歳の時にロンドンのThe OldVic Theatre Company

















ノートン 『野 に出 た小人 たち』、62 頁。
ノートンの伝記 については、Jon c. Scott, Mary Norton  （New York : Twayne Publishers, 1994)等 を参照。





























16　ノート ンr 床下 の小人 たち』、26 頁。
17　猪熊 葉子 「訳者 のこ とば」、 ノート ン『小 人たちの新しい家』（1990 年）所収、446 頁。
信 岡： メアリー・ノート ン『床下の小人た ち』シリ ーズに見る自然への憧|景 79
3 。「移住」の意味
そうした豊かさの楽しみ、あるいは借り暮らしの世界の現実味溢れる描写が評価されたのか、シ






























18　図版1 は ，『徳 問 アニ メ絵 本31　 借 り ぐ ら しの ア リエ ッテ イ』（2010 年 ， 徳 間 書 店 ） 表 紙 よ り。
19　Lois R. Kuznets ，"Mary Norton's  The Borrowers :Diaspora in Miniature, ”in Touchstones : Reflections on the Best inChildren's Literature,Yo
＼A （West Lafayette, IN.:  Children's Literature Association, 1985）, p.200.
20　Margaret Thomas, “The Discourse of the Difficult Daughter :A Feminist Reading of Mary Norton's Borrowers,"  Chil-dren
 's Literature in Education 23.1 （ 992 ）,p.4O.





























21　ノ ート ン 『床 下 の 小 人 た ち 』，77 －78 頁 。
22　ノ ート ン 『床 下 の 小 人 た ち』，82 頁 。
23　ノ ート ン 『床 下 の 小 人 た ち』，102 頁 。
2-1　Mary Norton, The Comple ↑e Borrowers, Revised Edition （London : Puffin Books, 1994 ）, p.48. こ の 一 文 は 原文 か ら
の拙 訳 とし た。

































25　Maigaret Rustin and Michael Rustin,  Narratives of Love &  Loss  （London : Verso, 1987),  p.  166.26　
ノ ー ト ン 『床 下 の 小 人 た ち 』，76 頁 。




























27　ちなみに、原作で人間の男の子に初めて「見られた」 のは、父ポット である。 また原作では、アリェ ッテ イが
初めて借 りに出た時、屋外の庭で少年に偶然見つけ られ、そこ で初めて言 葉を交 わす設定 になっている。そ れに
対して映画では、少年 とアリェ ッテ イの「出 会い」 は、 少年・翔の寝室 にアリェ ッテ イが借 りに出た時であ り、
庭での会話 の場面は、映画の後半部に移動されている。
28　ノートン 『野に出た小 人 たち』、94 頁。
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【Abstract】
Suppressed Longing for Nature : A Comparative Study of Mary
Norton's  Borrowers  Series and Studio Ghibli's Kari-gurashi no Arietti
Asako NOBUOKA ＊
The story of Studio Ghibli's film, Kari一gurashi no Arietti (2010), is based on a novel written by Mary Norton, a famousBritish writer of children's literature. The narrative of Norton's The Borrowers sequels,
 published between 1952  and 1982,however,
 is radically reorganized in the Ghibli's script. The difference between the film and the novel is particularly evidentin the changed significance that 
“emigration" has for the leading character Arrietty. This is mainly because， in the originalstory. Arrietty expresses her yearning
for nature and the world outside， a sentiment that is left out of the film almost entirely.In this paper, l will indicate how significant Arrietty's longing for nature is in the original narrative and
consider problematic
aspects of the Studio Ghibli adaptation.
Keywords : Mary Norton, The Borrowers ，Studio Ghibli， film adaptation, nature and literature
ジブリ映画『借りぐらしの アリエ ッテ イ』は、 メアリー・ノ ート ンによって書 かれた原作『床下 の小 人た ち』
シリ ーズを、大幅に改 編する形で物 語が再構 成さ れてい る。 中で も、主 人公 のアリエ ッテ イが表現 する外 の世
界、ひいては自然に対する憧 れの念は、原作におい ては物語 の重要な鍵 となる。 一方、ジブリ の映 画版では 、主
人公が抱 くこうした自然や外 のせ界 に対する憧れはほ とんど描かれず、ゆ えに原作 とはまっ たく異 なる世界 観が
提示さ れている。本論では、 メアリ ー・ノ ートンが原作 「床 下の小人 たち」を描 くにあ たって作品 に込めた メッ
セージ性 を再確認する形で読 み解 き、その上で、ジブリの映 画版に見ら れる物語構造 やその問題点 を明らか にす
る。
キーワ ード： メアリ ー・ノート ン、r床下の小人たち』シリ ーズ、スタジ オ・ジブリ、翻案、自然と文学
＊　A lecturer in the Faculty of Literature, and a member of the Institute of Human Sciences at Toyo University
